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第８ 避難上又は消火活動上有効な開口部の取扱基準 

 

１ 用語の定義 

(1) 無窓階とは、建築物の地上階のうち、規則第５条の３で定める避難上又は消火活 

動上有効な開口部を有しない階をいう。 

(2) 有窓階とは、建築物の地上階のうち、無窓階以外の階をいう。 

(3) 消火足場とは、開口部の外部に設けられたバルコニー又は庇等で、奥行きが１ｍ 

（手すりが設けられているものにあっては、60㎝）以上で幅が当該開口部の幅以 

上のものをいう。 

(4) 大型開口部とは、直径１ｍ以上の円が内接することができる開口部又はその幅及 

び高さがそれぞれ 75㎝以上及び 1.2ｍ以上の開口部をいう。 

(5) 普通板ガラスとは、日本工業規格（以下「JIS」という。）R3201に該当し、火造 

りのままの平滑な面をもった透明な板ガラスで、通常２及び３㎜厚程度のものをい 

う。 

(6) フロート板ガラス又は磨き板ガラスとは、JISR3202に該当し、普通板ガラスの 

表面仕上げを行った板ガラスで、通常３から 19㎜厚程度までのものをいう。 

(7) 型板ガラスとは、JISR3202に該当し、火造りのままで片面に型模様のある板ガ 

ラスで、通常２から６㎜厚程度までのものをいう。 

(8) 網入り板ガラス又は線入り板ガラスとは、JISR3204に該当し、板ガラスの内部 

に金属製の網又は線をガラスの内部に挿入した板ガラスで、通常 6.8から 10㎜厚 

程度のものをいう。 

(9) 合わせガラスとは、JISR3205に該当し、２枚以上の材料板ガラスを中間膜を挟 

み全面接着したもので、外力の作用によって破損しても破片の大部分が飛び散らな 

いようにしたもので、通常材料板ガラスの合計厚さが４から 24㎜厚程度のものを 

いう。 

(10)強化ガラスとは、JISR3026に該当し、板ガラスを熱処理してガラス表面に強い圧 

縮応力層をつくり、破壊強さを増加させ、かつ、破損したときに細片になるように 

したもので、通常４から 19㎜厚程度のものをいう。 

(11)熱線吸収板ガラスとは、JISR3208に該当し、赤外線を吸収し熱を遮断する板ガラ 

スで、通常３から 15㎜厚程度のものをいう。 

(12)複層ガラスとは、JISR3209に該当し、２枚以上の板ガラスを一様の間げきおいて 

併置し、その間げきに外気圧に近い圧力の乾燥空気を満たし、その周辺を封着した 

ものをいう。 

(13)熱線反射ガラスとは、JISR3221に該当し、日射熱の遮へいを主目的とし、ガラス 

の表面に薄膜を形成した反射性のガラスで、６から 12㎜厚程度のものをいう。 
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なお、反射性の合成樹脂フィルムをガラスに接着したものは除く。 

(14)倍強度ガラスとは、JISR3222に該当し、板ガラスを熱処理してガラス表面に適切 

な大きさの圧縮応力層をつくり、破壊強度を増大させ、かつ、破損したときに、材 

料の板ガラスに近い割れ方となるようにしたもので、通常６から 10㎜厚程度のも 

のをいう。 

 

２ 消火活動上又は避難上有効な開口部の判定 

(1) 次のすべてに適合する踏台を設けた場合は、規則第５条の２第２項第１号の「床 

面から開口部の下端までの高さは 1.2ｍ以内」のものとして取り扱うことができる。 

  ア 不燃材料で造られ、かつ、堅固な構造であること。 

  イ 開口部が設けられている壁面と隙間なく、床面に固定されていること。 

  ウ 高さは、おおむね 30㎝以内、奥行きは 30㎝以上、幅は開口部の幅以上である 

こと。 

  エ 踏台の上端から開口部の下端まで 1.2ｍ以内であること。 

  オ 避難上支障のないように設けられていること。 

(2) 次に掲げる空地等は、規則第５条の２第２項第２号の「通路その他の空地」とし 

て取り扱うことができる。 

  ア 国又は地方公共団体等の管理する公園で将来にわたって空地の状態が維持さ 

れるもの。 

  イ 道又は道に通ずる幅員１ｍ以上の通路に通ずる広場（建築物の屋上、階段状の 

部分等）で、避難及び消火活動が有効にできるもの。 

  ウ １ｍ以内の空地又は通路にある樹木、工作物等で避難及び消火活動に支障がな 

いもの。 

  エ 傾斜地及び河川敷で避難及び消火活動が有効にできるもの。 

  オ 周囲が建物で囲われている中庭等で当該中庭等から通じる通路等があり、次の 

すべてに適合するもの。 

   (ｱ) 中庭から道に通じる出入口の幅員は、１ｍ以上であること。 

   (ｲ) 中庭から道に通じる部分は、廊下又は通路であること。 

   (ｳ) 中庭から道に通じる部分の歩行距離は、20ｍ以下であり、かつ、直接見とお 

しができるものであること。 

   (ｴ) 道に面する外壁に２以上の大型開口部があること。 

   (ｵ) 道に面する外壁の開口部で必要面積の２分の１以上を確保できること。 

(3) 開口部の構造 

   次に掲げる開口部は、規則第５条の２第２項第３号の「内部から容易に避難する 

ことを妨げる構造を有しないものであり、かつ、外部から開放し、又は容易に破壊 

することにより進入できるもの」として取り扱うことができる。 
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ア ガラス窓又はガラスを付置した扉で、別表１のガラスの種別に応じ、それぞれ 

に規定する厚みのガラスを設けたもの。 

  イ シャッターを使用する開口部で次のいずれかに該当するもの 

   (ｱ) 避難階に設けられた鋼製又はアルミニウム合金製のシャッター（ステンレス 

製のものを除く。）で、スラット部分の厚さが 0.8mm以下のもの 

(ｲ) 屋外から水圧等によって開放できるシャッターで、「シャッター等の水圧開 

閉装置の構造及び性能の基準」（昭和 52年 12月 19日付け消防庁予防救急課長 

通知）に適合するもの（以下「水圧開閉装置」という。）で(財)日本消防設備 

安全センターの認定品を使用するもの。 

   (ｳ) 自動火災報知設備の作動と連動又は水圧開閉装置により解錠できるもの。 

（連動装置については、非常電源付きのものに限る。） 

   (ｴ) 電動で開放できるもので、非常電源が付置されているもの。 

  ウ 鉄製扉を使用する開口部で次のいずれかに該当するもの 

   (ｱ) 手動で開放できるもの 

   (ｲ) 電動で、開放装置を用いて消防隊が容易に開放できるもの（非常電源が付さ 

れているものに限る。） 

   (ｳ) 消火足場が設けられた部分で、１の鋼板の厚さが 0.8㎜以下のもの 

  (4) 開口部の有効寸法を算定する場合の寸法は、別表２の左欄に規定する種別に応 

じ、右欄に規定する寸法とする。 

 なお、開口部のうち網入りガラスを使用するものについては、片面のみ有効寸 

法として算定するものであるが、避難階の開口部又は開口部の前面に消火足場、 

屋上広場等がある場合については、全面を有効寸法として算定できるもの 

  (5) 大型開口部の数の算定については、別表３によるほか、次によること。 

   ア ３連の引き違い窓等の場合は、両側の開口部を中央方向に解放することによ 

り両側で有効な開口部が確保される場合は、２として算定することができる。 

   イ はめ殺しの開口部は、壁又は窓枠によって囲まれた部分の開口部を１として 

算定するもの。 

   ウ 引き違い戸を開放することにより他の開口部が閉鎖されるものについては、 

閉鎖される部分は、有効開口部としては算定しないこと。 

 

３ 営業中無窓階でないものが、閉店後無窓階となる場合は、当該無窓階となる部分に 

人がいないこと及び当該無窓階となる部分を通過しないで避難階又は地上に避難す 

ることができる場合は、有窓階と扱って支障ないものとする。 


